覚書
医療法人社団　清心会　至聖病院（以下「甲」という。）は　　　　　　　（以下「乙」という。）に対し、甲に勤務し、准看護学校に在学する学費等に関し下記のとおり定めて約する。
第１条（学費貸付）

　学費は甲が月額２万５千円を上限に負担し、乙に貸与する。

（注）貸付金の返済義務については卒業後の勤務条件を履行することにより償還されたものとする。（付則Ⅰ）

第２条（長期休講時勤務）
准看護学校が長期休講する夏期、冬期および春期においても乙は、甲の指示に従い勤務する。
第３条（授業の欠席）
乙は准看護学校を無断欠席した場合は、賞与の減額を行なう。

第４条（協議事項）

本契約に定めのない事項が生じた場合甲乙は誠意を持って協議する。

第５条（保証人）

乙は、本覚書の各条項の履行を連帯して保証する近親者(血族２親等以内)の保証人（以下「丙」という。）を定める。

第６条（合意管轄）
本契約に関し、万が一紛争が生じた場合は、甲指定の裁判所を第１審の管轄裁判所とすることに合意した。

第７条（協議）

本契約に定めのない事項については甲､乙は誠意を以って協議し善処する。

この契約の成立を証するため、本書２通を作成し、各当事者押印の上甲乙各自１通を所有する。
平成　　年 　月　　日
甲（住所）埼玉県狭山市下奥富１２２１
（氏名）医療法人社団　清心会　至聖病院

院長　髙木　正人　　　印
乙（住所）
（氏名）　　　　　　　　　　　印
丙（住所）
（氏名）　　　　　　　　　　　印
（続柄）
《付則》

Ⅰ．学費償還

1） 准看護学校卒業後、准看護師の免許を取得し在校年数と同等期間勤務することにより学費等の返済を免除する。

2） 上記期間中は如何なる理由にかかわらず、退職した場合は即時返済の義務を有する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資格取得後勤務月数
　　返済金の計算基礎：学費等貸付金　Ｘ（　１ － ―――――――――　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 学校在学月数

3） 前項において即時返済できない場合は別途金銭貸借契約を作成し返済する。(有利息)

４) 万一留年した場合、前々々項と異なり免許取得後一定期間を定めて返済の義務を有する。その際免許取得後を起算し年利３パーセントの利息を付与する。なお、退職の場合は前項同様即時返済の義務を有する。

Ⅱ．休暇

継続して５日以上の休暇を希望する場合は、その旨を教育担当者に必ず事前に申請し､看護部長の許可を得ること。

Ⅲ．賞与の減額

准看護学校を無断欠席または勤務を無断欠勤した場合は、１回一万円を賞与より減額する。

